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『
広
報
う
ち
こ
』３
年
連
続
で
全
国
入
選

読
売
新
聞
社
賞
＆
入
選
１
席
を
ダ
ブ
ル
受
賞

　「
令
和
８
年
全
国
広
報
コ

ン
ク
ー
ル
」（
　
日
本
広
報
協

会
主
催
）の
審
査
が
行
わ
れ
、

『
広
報
う
ち
こ
』２
０
２
５
年

１
月
号
が
広
報
紙
町
村
部
で

読
売
新
聞
社
賞
と
入
選
１
席

を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
読
売
新
聞
社
賞
は
、
地
域

の
課
題
や
出
来
事
な
ど
を
積

極
的
に
取
り
上
げ
、
住
民
の

視
点
を
大
切
に
し
た
作
品
に

贈
ら
れ
、
内
子
町
で
は
２
回

目
の
受
賞
で
す
。
受
賞
号
で

は
、
遊
休
農
地
の
再
生
に
挑

　
内
子
高
等
学
校
で
新
し

い
学
び
の
場
を
提
供
す
る
た

め「
内
子
町
学
習
セ
ン
タ
ー
」

を
開
設
し
、
４
月
13
日
か
ら

運
営
を
始
め
ま
し
た
。
同
校

生
徒
専
用
の
ス
ペ
ー
ス
と
し

て
、
校
内
の
一
教
室
を
平
日

の
放
課
後
か
ら
午
後
９
時
ま

で
無
料
開
放
。
ス
タ
ッ
フ
が

常
駐
し
、
自
主
学
習
や
試
験

対
策
、
進
路
相
談
な
ど
に
応

じ
ま
す
。
部
活
動
の
前
後
や

Ｊ
Ｒ
の
待
ち
時
間
な
ど
、
幅

広
い
活
用
が
想
定
さ
れ
ま

す
。
今
後
、
よ
り
生
徒
た
ち

の
ニ
ー
ズ
に
沿
う
運
用
を
検

討
し
て
い
き
ま
す
。

小
野
植
正ま
さ
ひ
さ久

町
長（
左
）か
ら
ス
テ
ッ
カ
ー

を
受
け
取
る
大
政
局
長

プ
レ
オ
ー
プ
ン
日
に
訪
れ
た
生
徒
た
ち
。

ど
う
使
う
か
は
自
主
性
に
重
き
を
置
く

内
子
高
校
本
校
の
魅
力
化
へ
新
し
い
学
び
場

自
由
に
学
べ
る
公
営
塾
が
プ
レ
オ
ー
プ
ン

ポ
ス
ト
が
ま
ち
の
情
報
へ
の
入
り
口
に

内
子
郵
便
局
へ
案
内
用
ス
テ
ッ
カ
ー
を
贈
呈

　
内
子
町
の
情
報
サ
イ
ト
な

ど
を
ま
と
め
た「
ポ
ス
ト
ス

テ
ッ
カ
ー
」
が
完
成
し
、
贈

与
式
が
４
月
２
日
、Ｊ
Ｒ
内

子
駅
前
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
内
子
町
と
日
本
郵
便
㈱
は

町
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図

る「
包
括
的
連
携
に
関
す
る

協
定
」を
締
結
し
て
い
ま
す
。

そ
の
一
環
で
内
子
町
は
、
公

式
Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
防
災
情
報
・
観

光
情
報
に
ア
ク
セ
ス
す
る
二

次
元
コ
ー
ド
を
記
載
し
た
ス

テ
ッ
カ
ー
を
作
成
。
町
内
の

郵
便
ポ
ス
ト
57
本
に
貼
り
付

け
て
情
報
発
信
を
図
り
ま
す
。

内
子
郵
便
局
長
の
大
政
啓ひ

ろ
し

さ

ん
は「
身
近
に
あ
る
ポ
ス
ト

を
介
し
て
、
地
方
創
生
の
力

に
な
り
た
い
」と
話
し
ま
し
た
。

む「
内
子
町
青
年
農
業
者
協

議
会
」の
皆
さ
ん
を
特
集
。荒

れ
た
農
地
を
耕
し
て
新
規
就

農
希
望
者
に
つ
な
ぐ
な
ど
、

ま
ち
の
農
業
を
守
ろ
う
と
奮

闘
す
る
姿
を
伝
え
ま
し
た
。

他
に
も
皆
さ
ん
か
ら
の
投
稿

写
真
が
並
ぶ「
笑
顔
の
表
紙
」

な
ど
、住
民
の
輝
き
が
詰
ま
っ

た
紙
面
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
地
域
の
魅
力

や
人
々
の
思
い
を
伝
え
、
皆

さ
ん
に
親
し
ま
れ
る
広
報
紙

を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

▶
▼
受
賞
し
た
２
０
２
５
年
１
月
号

（公財）

詳
細
は
公
式
イ
ン
ス

タ
グ
ラ
ム
で
公
開
▼
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積
み
重
ね
た
努
力
、
知
見
、
工
夫
が
結
実

飼
料
用
米
生
産
で
２
年
連
続
の
全
国
表
彰

　「
令
和
７
年
度
飼
料
用
米

多
収
日
本
一
」の
授
賞
式
が

開
か
れ
、
久
保
德と

く
た
ろ
う

太
郎
さ
ん

＝
下
宿
間
＝
が「
単
位
収
量

の
部
」で
全
国
２
位
と
な
る
農

産
局
長
賞
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
表
彰
は
先
進
的
な
生

産
技
術
で
模
範
と
な
る
飼
料

用
米
の
生
産
者
を
た
た
え
、

成
果
を
広
く
紹
介
す
る
た
め

に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
久
保

さ
ん
の
受
賞
は
前
年
の「
地

域
の
平
均
単
収
か
ら
の
増
収

の
部
」
に
続
き
、
２
年
連
続

の
快
挙
で
す
。
久
保
さ
ん
の

７
年
度
の
作
付
面
積
は
約

１
・
７
㌶
。
水
量
が
豊
富
な

地
域
特
性
を
生
か
し
、
水
の

か
け
流
し
で
高
温
障
害
を
避

け
る
な
ど
工
夫
を
重
ね
て
い

ま
す
。
10
㌃
当
た
り
の
収
量

は
８
１
８
㌔
で
、
前
年
か
ら

さ
ら
に
34
㌔
増
加
し
ま
し
た
。

受
賞
に
つ
い
て
久
保
さ
ん
は

「
一
緒
に
試
行
錯
誤
し
て
い

る
農
家
仲
間
も
喜
ん
で
く
れ

た
。
互
い
に
情
報
交
換
を
し

な
が
ら
、
こ
れ
か
ら
も
毎
年

勉
強
で
す
」
と
、
実
り
多
い

一
年
を
振
り
返
り
ま
し
た
。「受賞後は仲間とお祝い。それも次の励みに」と久保さん

武
田
さ
ん
は
木
材
を「
香
り
」と
い
う
体
験

に
転
換
し
、
商
品
化
す
る
プ
ラ
ン
を
発
表

資
源
を
生
か
し
た
新
事
業
で
地
域
活
性
化

思
い
の
実
現
に
向
け
て「
ビ
ジ
コ
ン
」開
催

　
景
観
を
未
来
に
つ
な
ぐ
た

め
の
意
識
高
揚
を
図
る「
景

観
ま
ち
づ
く
り
フ
ォ
ー
ラ
ム
」

が
３
月
26
日
、
町
民
会
館
で

開
か
れ
ま
し
た
。
今
回
は
防

災
を
テ
ー
マ
に
、
愛
媛
大
学

地
域
協
働
セ
ン
タ
ー
南
予
副

セ
ン
タ
ー
長
の
大
本
敬た

か
ひ
さ久
さ

ん
が
講
演
。
東
日
本
大
震
災

な
ど
の
災
害
と
復
興
の
事
例

「
内
子
は
地
震
保
険
加
入
率
が
低
い
。
再

建
に
自
己
資
金
は
必
要
」と
大
本
さ
ん

ま
ち
の
財
産
を
災
害
か
ら
守
る
た
め
に

「
景
観
ま
ち
づ
く
り
フ
ォ
ー
ラ
ム
」

　
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
コ
ン
テ
ス

ト「
Ｕウ

チ

Ｃ
Ｈ
Ｉ
‐
Ｇゴ

ウＯ
」の
最
終

審
査
会
が
３
月
29
日
、
六
日

市
自
治
会
館
で
開
か
れ
ま
し

た
。一
次
審
査
を
通
過
し
た
５

人
と
特
別
参
加
の
愛
媛
大
学

生
が
、専
門
家
の
助
言
を
受
け

て
練
り
上
げ
た
プ
ラ
ン
に
思

い
を
の
せ
て
発
表
し
ま
し
た
。

　
審
査
は
物
語
性
や
こ
だ
わ

り
な
ど
６
つ
の
視
点
で
行
い
、

来
場
者
も
投
票
に
参
加
。
グ

ラ
ン
プ
リ
は
武
田
愛あ

い

さ
ん
の

「
精
油
×
調
香
デ
ザ
イ
ン
ビ
ジ

ネ
ス
」
で
、
森
林
資
源
を
活

用
し
た
ア
ロ
マ
を
企
業
ブ
ラ

ン
ド
づ
く
り
に
生
か
す
提
案

は
、
独
自
性
や
地
域
産
業
へ

の
好
影
響
が
期
待
で
き
る
と

高
く
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

に
触
れ
、「
内
子
の
町
並
み

保
存
地
区
で
は
全
国
に
先
駆

け
て
防
災
計
画
を
策
定
し

た
。
地
震
被
害
を
想
定
し
た

対
策
が
必
要
」
と
解
説
。
地

震
保
険
へ
の
加
入
な
ど
、
個

人
で
備
え
る
大
切
さ
も
訴
え

「
景
観
は
地
域
の
宝
。
災
害

時
に
は
、
心
の
復
興
の
力
に

な
る
」と
呼
び
か
け
ま
し
た
。


